
京 丹 後議会だより

京都府京丹後市議会 2017. 11  No.54

９月定例会の内容を中心にお伝えします。

－平成30年２月発行  議会だより京丹後の表紙写真を募集いたします－
◉お問い合わせは議会事務局へ（TEL.0772-69-0010）

（久美浜町三原）

12月定例会の予定
11月28日／本会議（招集日）
12月 8日／本会議（一般質問）
12月11日／本会議（一般質問）
12月12日／本会議（一般質問、議案審査）
12月21日／本会議（最終日）
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◆定例会概要

平成29年9月定例会は、8月30日から10月4日（36日間）の会期で開催しました。
平成29年度一般会計・特別会計・企業会計をはじめ、補正予算第３号～第５号や条例など
議案46件、陳情２件を審議しました。

財政健全化判断比率は、４指標とも健全
実質赤字比率：黒字、連結実質赤字比率：黒字

実質公債費比率（3カ年平均数値）：10.7％（前年度12％）、将来負担比率：90.9％（前年度97.2％）

グラフで見る一般会計決算（平成28年度）

◉台風18号 災害復旧に８億882万円
平成29年9月17日・18日に発生した台風18号の災害復旧対策費を計上。
緊急復旧事業の他、市民の生活再建や被災した中小企業者など再建を後押し。（⇒P.10補正5号）

◉エコエネルギーセンター廃止へ
発酵消化液の漏出事故や莫大な長期修繕費などが要因となり活用を断念。
（⇒P.9条例廃止、P.11補正第4号）

◉市民に親しまれる図書館構想を
９月に予定されていた答申の協議延長を受けて附帯意見。
都市計画の拠点施設としての位置づけも必要との意見も。（⇒P.5文教厚生分科会、P.7附帯意見）

◉有害鳥獣処理施設の早期整備を
捕獲頭数に対して、猪・鹿肉処理施設は想定を超えて運用され、埋設処分が困難な状況が続く。
個体処理を喫緊の課題として、早期の施設整備を求める。（⇒P.6産業建設分科会、P.7附帯意見）

９
月
定
例
会

市税
50億3202
（14.7％）

扶助費
53億4569
（16.0％）

公債費
44億85
（13.2％）普通建設事業費

35億2271
（10.5％）

その他
15億3167
（4.4％）

府支出金
23億2929
（6.8％）

補助費等
30億2284
（9.1％）

積立金
17億6212
（5.3％）

繰出金
42億1530
（12.6％）

物件費
49億6337
（14.9％）

国庫支出金
42億9689
（12.5％）

市債 
23億6340
（6.9％）

地方交付税
145億4863
（42.5％） 自主財源

26.9％

投資的経費
10.8％

依存財源
73.1％

繰越金 14億2100（4.2％）

寄附金 3億1712（0.9％）
繰入金 9億1833（2.7％）
使用料及び手数料

5億8583
（1.7％）

その他
6億4488
（1.9％）

その他
6億8015（2.1％）

災害復旧事業費 8337（0.3％）

44.0％

任
意
的
経
費

45.2％

義
務
的
経
費

歳　入
342億6953

歳　出
333億4599

人件費
53億4959
（16.0％）

分担金及び
負担金
2億8047
（0.8％）

〈 歳 出 〉

（単位：万円）

〈 歳 入 〉
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◆決算概要

会 計 名 称 歳　入 歳　出 形 式 収 支 一般会計繰入金

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 79億7905万円 78億1867万円 1億6038万円 4億8818万円

国民健康保険直営診療所事業 4億1135万円 3億7161万円 3974万円 7650万円

後期高齢者医療事業 6億9403万円 6億8846万円 557万円 2億3665万円

介護保険事業 61億0640万円 60億5155万円 5485万円 8億4766万円

簡易水道事業 14億4147万円 13億8321万円 5826万円 3億8332万円

集落排水事業 4億1539万円 3億9071万円 2468万円 2億4300万円

公共下水道事業 26億9081万円 26億4660万円 4421万円 7億5900万円

浄化槽整備事業 2億8558万円 2億6698万円 1860万円 9800万円

工業用地造成事業 1億8944万円 1億8731万円 213万円 1億8390万円

企 

業 

会 

計

水道事業
収益的 6億6467万円 7億2414万円 △5947万円

1億0246万円
資本的 1億9817万円 4億8421万円 △2億8604万円

病院事業
収益的 65億4038万円 64億9714万円 4324万円

9億1442万円
資本的 12億1413万円 14億1113万円 △1億9700万円

厳しい経営状態が続く
一般会計からの繰入金に注視

特別会計・企業会計決算

◎公共下水道事業　接続率の向上が課題
公共下水道の水洗化率は54.4％。下水道処理区域であっても地域間で格差がある。事業収益の改善の面からも
接続率の向上は必要だが、減債基金残高57万円では、一般会計からの繰り入れがないと継続できない状態。
公衆衛生の向上と河川や海などの水質保全の観点からも接続率の向上は欠かせない。

◎簡水・水道事業会計　平成31年度経営統合へ
平成29年度に予定していた経営統合は、国庫補助金の減額によって、統合事業の延期が余儀なくされた。
経営統合を控え、隔月検針としたことにより経費が削減されたが漏水の発見遅れ、人口減少や節水意識の向上
等による水需要の変動、老朽管の布設替えによる有収率向上などを課題として指摘した。

◎病院事業会計　医師招へい、人材不足が課題
弥栄病院・久美浜病院とも、外来患者、入院患者が減少し、医業収益が減少している。市立病院経営計画に
沿って経営改善に取り組み、研修医を都市部から36名受け入れ、地域医療人材の育成と医療体制の補完に努め
ているが、府立医大、北部医療センターから医師派遣に頼らざるを得ない状況であり、常勤医師の不足は課題
である。

《一般会計から繰り入れをしている特別会計・企業会計の状況》



◉�税や料金の負担の公平性の原則にたち、本気度を示すためにも職員体制の強化が必要である。各担当課に
おいて未収金に対する徴収のより積極的な目標を設定し、取り組む必要がある。

◉�地域振興交付金について、人口が減少しても世帯数が増加しているので、交付金は増えている。算出方法
が検討課題とされているが、地域は行政の事務を行う組織としても重要な役割を果たしており、これも勘
案し検討すべきである。

◉�全国的にはマダニが媒体する感染症について、ペットを介して人間がかまれ、感染するケースが発生して
いる。防疫対策として、行政は動物病院等からの情報収集に努め、市民に注意喚起するべきである。

分科会での主な意見

～平成28年度 決算審査～
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◆分科会審査

主な課題と論点! 総務分科会

空き家対策、住環境の形成や人口減少対策な
ど多岐にわたる課題があるが、支援体制の強
化は必要ないのか。

支援員一人の配置では限界がある。実際に空
き家がある地域の課題として、市民局や地域
にぎわい創り推進員の対応が重要である。府
の補助は集落の存続が困難な場所など特定区
域への移住が対象で、市が対象を広げて支援
している。体制については専門部署の必要性
も含めて検討する必要がある。

移住促進・空き家対策の強化を

問

答

財源の適正な確保に向け、未収金の時効消滅
を回避せよと、監査も指摘しているが、税や
料金の未収金対策はどうか。

税は税機構と連携し取り組んでいる。また、事
業者へ特別徴収の推奨を進める。料金は所管
課で滞納整理計画を立てて、財産の調査や差
押え等を行うよう対応している。

税・料金の未収金対策は

問

答

小規模多機能自治の取り組みは始まったばかり
だが、地域にぎわい創り推進員の関わり方は。

集落等の持続可能な地域創りとして取り組む
もので、市民局の存在は重要で、地域にぎわ
い創り推進員が支援に入る。

市民局が拠点となり、どのようなまちづくりを
目指すのか明確な方向性が必要では。

各市民局で、住民参画・協働型の地域まちづ
くりのビジョンを描き、それに基づいた活動
の展開ができるよう、今後方向性を協議する。

市民参画・協働によるまちづくりの視点は

問

問

答

答

空き家対策、利活用の促進を

厳しい財源の中、税・料金の未収金対策は十分か
人口減少対策に向けた取り組み強化を
市民局を拠点としたまちづくりの課題を議論



◉�市民のニーズを反映した利用しやすく親しみを持てる図書館という視点では多くの課題がある。生涯学習
の場としての図書館のあり方を見直す必要がある。図書館整備についての附帯決議をつけるべきである。
◉�医療対策一般経費について、医師の招へいについては、本市の重要課題であり引き続き京都府並びに府立
医大との連携を図って、医師の確保に努める必要がある。
◉�発達障害児等早期発見・早期療育支援事業について、専門家を配置した課を立ち上げるなど体制の一本化
が必要である。子育て支援の責任をきちんと果たすべきである。

分科会での主な意見
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◆分科会審査

主な課題と論点! 文教厚生分科会

切れ目のない発達支援体制の充実に向けて、支
援ファイルの共有など、体制は充実できたのか。

健康推進課、障害者福祉課、学校教育課、子
ども未来課の 4 課で進めているが、現在支援
ファイル「にじいろノート」の有効活用がで
きていない。どのように支援ファイルを普及・
活用させていくのかが大きな課題である。

乳幼児から大人まで切れ目のない発達支援体制を

問

答

市立図書館の現状と課題は。

峰山図書館は立地や老朽化などの課題がある。
網野図書館は一番新しく充実している。他の 4
室は蔵書が多く圧迫感があり、スペースも十
分ではない。現在図書館協議会に図書館の課
題や今後の方向性等を諮問している。

図書館協議会の答申はいつ出されるのか。

当初 29 年 9 月を予定していたが、他の施設な
どの関係もあり平成 30 年 3 月以降の予定。

図書館職員の体制は十分か。

司書資格のない職員もいるが研修等で対応し
ている。

市民に親しまれる市立図書館になっているか
問

問

問

答

答

答

医師の招へいや地域包括医療ケア体制の推進
における、状況と課題は。

担当課や両病院が精力的に医師の招へいに努
めている。医療確保奨学金貸与者が市立病院
に勤務してもらえるよう PR も重ねている。訪
問看護ステーションの充実、訪問診療の展開
など、地域包括医療ケアを充実させている。
医療に至るまでの介護や、生活支援の仕組み、
人手不足などが課題である。

病院の医師招へいや医療体制の充実

問

答

市立図書館の整備が急務

市立図書館のあり方や、整備についての附帯意見提出
医療体制、障がい者支援の充実に向けて審査



◉�新シルク産業創造事業で、繭の量産化が研究され高付加価値の商品が生み出される可能性に期待したい。

以前の附帯決議では、成果と課題の検証を議会に報告することとしているが、所管調査する必要がある。

◉�有効求人倍率1.59は非常によい。市内人材を確保する就職フェアを開催して12人の採用があった。U・I

ターンや高校生への魅力発信により、人口減少に歯止めをかけ、一層京丹後の魅力を発信いただきたい。

◉�公共下水道特別会計の収支は黒字だが、一般会計からの繰入が7.6億円程度あり財政状況は非常に厳し

く、接続率が54.4％と低く課題。減債基金残高が57万円しかなく、一般会計からの繰入はやむを得ない。

◉�水道料金の未収対策として給水停止、分割納付などで対応しているが、なぜ払えないのか検証は必要である。

分科会での主な意見

2017.11　（6）

◆分科会審査

有害鳥獣処分の施設整備が必要と附帯意見
インフラ整備と維持管理、産業振興、滞在型観光など、
第２次京丹後市総合計画の視点から指摘

主な課題と論点! 産業建設分科会

地籍調査事業の進捗状況はどうか。

28年度末で10％、繰越分もあわせると約36％
の予定である。

現状の職員体制で課題はないのか。

29年度に体制強化したが職員の負担は大き
い。31年度に峰山までの区間は終了するが、
引き続き網野までの事業化に向けて、先行し
て地籍調査を実施する必要がある。人材育成
についても課題である。

山陰近畿自動車道の延伸、地籍調査が課題に
問

問

答

答

京都工芸繊維大の無菌周年養蚕飼育の総括は。

28年度、基礎的な研究を進め安定した繭ができ
ている。研究の進め方は大学と協議している。

今後、産業として成り立つ見込みはあるのか。

大学もビジネス化に向け商社・メーカーへPR。
市内事業者も参画する仕組みとしている。

信州大と連携した研究開発は終了するのか。

企業からの希望があればマッチングする。

新シルク産業創造事業の成果と課題を検証
問

問

問

答

答

答

活用が期待される新シルク産業創造館

埋設・焼却処分する場所が確保できれば、捕
獲頭数は増加するのか。

捕獲頭数は一定で推移しているが、現実的に
埋設処分が非常に困難で、早急に対応しない
と、猟友会に負担がかかり辞めていく。

どのような解決策を講じるのか。

処分方法については決まっていない。12月ぐ
らいを目途に結論を出したい。

問

問

答

答

有害鳥獣処分施設の早期整備を
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◆決算審査討論

●
地
区
要
望
が
ど
れ
だ
け
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
市
民

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の

施
策
は
最
優
先
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
区
要
望

は
地
域
の
生
の
声
で
あ
る
た

め
、
地
域
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
ら
れ
る
予
算
配

分
と
、
そ
の
実
現
で
き
る
仕

組
み
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

●
子
育
て
政
策
に
つ
い
て
、

大
宮
北
保
育
所
や
こ
う
り
ゅ

う
保
育
所
が
公
設
民
営
化
し

た
。
大
宮
北
保
育
所
は
、
国

や
府
の
補
助
を
受
け
て
い
る

た
め
、
今
後
10
年
間
は
完
全

民
営
化
で
き
な
い
。本
当
に
、

公
設
民
営
が
必
要
で
あ
っ
た

の
か
、大
き
な
疑
問
が
残
る
。

ま
た
、
切
れ
目
の
な
い
発

達
支
援
に
つ
い
て
、
関
係
部

署
が
連
携
し
、
支
援
の
構
築

を
目
指
し
て
き
た
。

し
か
し
、
発
達
支
援
フ
ァ

イ
ル
「
に
じ
い
ろ
ノ
ー
ト
」

の
活
用
に
課
題
が
あ
り
、
こ

の
事
業
が
後
退
し
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
専
門
員
の
配
置

や
体
制
の
抜
本
的
な
見
直
し

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
米
軍
X
バ
ン
ド
レ
ー

ダ
ー
基
地
に
関
す
る
市
民
の

安
心
安
全
の
絶
対
確
保
と
い

う
観
点
で
、
不
十
分
極
ま
り

な
い
と
考
え
る
。
24
時
間
３

６
５
日
や
む
こ
と
の
な
い
騒

音
、
繰
り
返
さ
れ
る
交
通
事

故
へ
の
対
応
は
、
米
国
や
防

衛
省
へ
の
要
望
や
、
お
願
い

を
繰
り
返
す
だ
け
で
あ
る
。

市
民
に
対
す
る
安
全
安
心
を

無
視
し
た
運
用
が
行
わ
れ
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
市
の
安
心
安
全
に
対
し

て
不
十
分
で
あ
り
、
課
題
が

あ
る
と
考
え
る
。

●
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
が
整
っ
た
。
子
育
て
環
境

の
整
備
は
出
生
率
の
増
加
や

移
住
対
策
等
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
。

●
児
童
生
徒
国
際
交
流
事
業

の
中
学
生
海
外
派
遣
に
つ
い

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
は

今
後
の
社
会
に
お
い
て
重
要

で
あ
り
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
投
資
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
京
丹
後
市
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
の
第

一
歩
が
踏
み
出
せ
た
。

【
賛
成
16
・
反
対
４
で
認
定
】

◉
図
書
館
整
備
を
進
め
る

こ
と
を
求
め
る
附
帯
意
見

近
年
の
公
立
図
書
館
は
、

本
を
貸
し
借
り
す
る
機
能
の

他
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
市
民
が
集
え
る
場
所

と
し
て
の
複
合
的
な
機
能
を

有
し
、市
民
の
学
び
と
育
ち
、

教
育
の
広
が
り
を
支
え
る
施

設
と
し
て
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ

ル
、
市
民
の
誇
り
と
な
っ
て

い
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。

本
市
に
は
、図
書
館
２
館
、

図
書
室
４
室
の
施
設
が
あ

り
、
合
併
時
か
ら
の
施
設
を

引
き
継
い
で
い
る
。し
か
し
、

老
朽
化
や
設
置
場
所
、
館
内

及
び
室
内
で
の
読
書
ス
ペ
ー

ス
が
狭
い
な
ど
市
民
の
利
用

し
や
す
い
図
書
館
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
施

設
も
あ
る
。

文
教
厚
生
分
科
会
も
か
ね

て
か
ら
図
書
館
の
あ
り
方

や
、
老
朽
化
等
の
指
摘
を
し

て
き
た
。
京
丹
後
市
教
育
委

員
会
は
、
京
丹
後
市
立
図
書

館
協
議
会
に
将
来
の
図
書
館

の
あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問

し
、
そ
の
答
申
を
待
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
28
年
７
月
に

議
決
し
た
京
丹
後
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け

る
、
都
市
拠
点
と
し
て
の
文

化
施
設
や
に
ぎ
わ
い
広
場
な

ど
、
都
市
施
設
整
備
の
具
体

化
も
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
、

市
議
会
と
し
て
、
市
に
対
し

次
の
こ
と
に
つ
い
て
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

将
来
の
図
書
館
の
あ
る
べ

き
姿
も
踏
ま
え
、
市
立
図
書

館
の
整
備
を
早
急
に
検
討
す

る
こ
と
。

◉
有
害
鳥
獣
の
個
体
処
理

施
設
の
整
備
に
関
す
る
附

帯
意
見

平
成
26
年
度
京
丹
後
市
一

般
会
計
決
算
認
定
に
あ
た

り
、
有
害
鳥
獣
の
個
体
処
理

施
設
に
つ
い
て
意
見
を
付
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
体

的
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。こ

の
間
、
農
作
物
被
害
は

前
年
比
で
約
46
％
の
減
少
は

評
価
す
る
も
の
の
、
猪
・
鹿

肉
処
理
施
設
は
想
定
し
た
処

理
能
力
を
超
え
て
運
用
し
て

い
る
状
況
に
加
え
、
埋
設
処

理
も
非
常
に
困
難
な
状
況
に

あ
る
。
ま
た
、
捕
獲
班
員
や

猟
友
会
員
の
減
少
が
み
ら
れ

る
。
捕
獲
後
の
有
害
鳥
獣
の

個
体
処
理
は
、
捕
獲
班
員
の

負
担
が
大
き
く
、
今
後
も
個

体
処
理
が
困
難
な
状
況
が
懸

念
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
総
合
的

に
勘
案
す
る
と
、
有
害
鳥
獣

の
個
体
処
理
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
早
急
に
具
体
的
な

処
理
方
法
を
検
討
し
、
新
た

な
処
理
施
設
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

一
般
会
計  

決
算
認
定
の
討
論

決
算
認
定
に
あ
た
り
附
帯
意
見
を
提
出

賛
成
討
論

反
対
討
論
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◆条例

賛
成
討
論

反
対
討
論

　
市
の
保
育
責
任
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も

園
は
児
童
福
祉
法
で
は
24
条

２
項
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事

業
者
と
保
護
者
の
直
接
契
約

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
施
設

で
、
24
条
第
１
項
の
市
町
村

の
保
育
義
務
に
基
づ
く
施
設

で
は
な
い
。
第
２
次
保
育
所

再
編
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
、
平
成
33
年
ま
で
は
京
丹

後
市
で
の
責
任
が
明
確
に
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
責

任
の
根
拠
が
ぜ
い
弱
だ
と
考

え
る
。
幼
・
保
一
体
と
な
っ

た
大
規
模
こ
ど
も
園
化
が
進

み
、
何
年
か
経
つ
中
で
、
園

の
運
営
で
ど
の
よ
う
な
問
題

や
課
題
が
あ
る
の
か
、
総
括

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
認
定

化
を
行
う
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
。
大
規
模
こ
ど
も
園
で

の
保
育
の
現
状
、
初
任
者
研

修
の
問
題
、
保
育
士
の
勤
務

シ
フ
ト
の
複
雑
化
、
人
員
体

制
の
問
題
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
や

園
行
事
の
温
度
差
な
ど
、
検

証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問

題
が
あ
る
。

　
第
２
次
京
丹
後
市
保
育
所

再
編
等
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
幼
保
一
体
化
施
設
で
運

営
し
て
い
る
５
保
育
所
の
こ

ど
も
園
に
つ
い
て
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す

る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
あ
る
。

こ
ど
も
園
の
一
体
化
に

つ
い
て
は
、
既
に
実
施
し
て

い
る
が
、
認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
理
由
は
。

平
成
20
年
に
丹
後
こ
ど

も
園
と
し
て
幼
稚
園
と
保
育

所
を
一
つ
の
施
設
で
運
営
し

て
き
た
。
平
成
27
年
に
法
律

が
改
正
さ
れ
た
の
で
、
一
つ

の
法
律
の
中
で
運
営
す
る
こ

と
で
、
よ
り
内
容
が
充
実
す

る
と
判
断
し
、
移
行
す
る
こ

と
に
し
た
。

一
つ
の
制
度
の
中
で
の

運
用
と
な
る
が
、
保
護
者
は

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

現
在
の
保
育
所
も
２
号

認
定
と
３
号
認
定
と
な
っ
て

い
る
。
保
育
料
も
含
め
て
今

問答問答

ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。
二
つ

の
制
度
が
一
つ
の
制
度
に
な

る
。職

員
体
制
で
の
課
題
は

な
い
か
。

基
本
的
に
は
、
入
園
募

集
の
状
況
を
把
握
し
て
職
員

を
配
置
す
る
。
認
定
こ
ど
も

園
で
は
、
幼
稚
園
教
諭
と
保

育
士
の
資
格
が
必
要
で
あ
る

が
、
現
在
の
保
育
士
の
ほ
と

ん
ど
が
幼
稚
園
教
諭
の
資
格

を
有
し
て
い
る
。

職
員
の
配
置
基
準
は
ど

う
な
る
の
か
。

配
置
基
準
は
、
０
歳
か

ら
３
歳
未
満
は
保
育
所
と
同

問答問答

　
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
就
学
前
教
育
を

提
供
す
る
環
境
を
整
え
る
た

め
に
、
平
成
20
年
開
設
の

『
丹
後
こ
ど
も
園
』
か
ら
実

質
的
に
幼
保
一
体
化
の
運
営

方
式
を
段
階
的
に
進
め
、
さ

ら
に
は
運
営
の
研
修
や
職
員

の
経
験
を
積
む
中
で
、
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
保
護
者
の
負

担
、
サ
ー
ビ
ス
、
園
の
運
営

な
ど
の
問
題
も
な
い
。
今
後

も
サ
ー
ビ
ス
の
保
持
と
保
護

者
へ
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
応
え

ら
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
条
例

は
、
５
つ
の
保
育
所
、
幼
稚

園
の
併
設
施
設
を
認
定
こ
ど

も
園
に
条
例
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。
効
果
は
、
保
護
者

の
就
労
に
関
わ
ら
ず
、
就
学

前
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
、

幼
・
保
の
教
育
を
一
体
的
に

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
子

育
て
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
は
、
少
子
化
が
進
む
本
市

に
と
っ
て
も
、
保
護
者
に

と
っ
て
も
大
変
重
要
か
つ
意

義
が
あ
る
。

【
賛
成
16
・
反
対
４
で
可
決
】

主
な
質
疑

京
丹
後
市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定

じ
、
３
歳
か
ら
５
歳
は
、
20

人
か
ら
35
人
で
あ
る
が
、
本

市
は
教
育
委
員
会
規
則
で
30

人
以
下
と
し
て
い
る
。

職
員
の
負
担
増
加
に
な

ら
な
い
の
か
。

現
実
的
に
は
、
既
に
実

施
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以

上
の
負
担
は
な
い
。

認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

ク
ラ
ス
編
成
は
ど
う
な
る
の

か
。現

在
も
午
前
中
は
一
つ

の
ク
ラ
ス
で
実
施
し
て
い

る
。
認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ

て
も
何
ら
変
わ
ら
な
い
。

問答問答

○認定こども園の運営時間（上段：保育短時間、下段：保育標準時間）

延長保育 延長保育

延長保育

延長保育 延長保育

通常保育時間 通常教育時間 延長保育

預かり保育

3号認定
（0歳〜2歳）

7：30 8：30 11：30

通常保育時間

通常保育時間

14：30 16：30 18：30 19：00

（午前中は同じカリキュラムを実施）

2号認定
（3歳〜5歳）

1号認定
（3歳〜5歳）

○こども園のメリット
・保育と教育の一体的な提供
・すべての子どもが利用可能
・保護者の就労状況等が変化し
　ても、保育・教育環境が変わ
　ることなく継続利用

元気に遊ぶ園児たち
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●
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
21
年
に
当

施
設
を
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
無

償
で
譲
り
受
け
た
。
そ
の

後
、
循
環
型
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
、
食
品
系
未

利
用
資
源
の
再
資
源
化
を

促
進
す
る
拠
点
と
し
て
整

備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
市

内
の
食
品
系
未
利
用
資
源

の
再
資
源
化
は
10
％
、
家

庭
生
ご
み
の
資
源
化
も
中

止
と
な
り
、
再
資
源
循
環

化
を
図
る
拠
点
と
し
て
の

役
割
が
果
た
せ
な
く
な
っ

た
。
ま
た
発
酵
消
化
液
の

漏
出
事
故
、
今
後
の
莫
大

な
長
期
修
繕
費
用
な
ど
を

考
え
る
と
、
条
例
の
廃
止

に
は
賛
成
す
る
。

●
無
償
譲
渡
の
受
け
入
れ

が
問
題
と
な
っ
た
議
会

で
、
次
の
3
点
を
指
摘
し

た
。
一
つ
、
今
後
の
実
運

用
、
継
続
す
る
事
業
の
将

来
的
に
大
き
な
負
担
と
な

る
。
二
つ
、
研
究
施
設
と

◆条例

賛
成
討
論

　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
、
ア
ミ
タ
株
式

会
社
を
指
定
管
理
者
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
５
月
に

発
酵
槽
内
の
消
化
液
が
漏

出
す
る
事
故
が
発
生
し
、

原
因
究
明
と
漏
出
防
止
対

策
を
進
め
て
き
た
。
再
稼

動
し
、
今
後
継
続
的
に
運

用
す
る
た
め
に
は
、
多
額

の
経
費
が
発
生
す
る
。
総

合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、

事
業
再
開
は
困
難
で
あ
り
、

閉
鎖
す
べ
き
と
の
結
論
に

達
し
、
平
成
29
年
10
月
31

日
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
る

た
め
、
本
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
。

閉
鎖
後
の
財
産
は
市
の

所
有
物
と
、
ア
ミ
タ
の
所

有
物
の
二
つ
に
な
る
と
い

う
理
解
で
よ
い
か
。
ま
た
、

今
後
普
通
財
産
と
な
る
た

め
、
管
理
、
草
刈
り
等
は

市
が
実
施
す
る
と
い
う
理

解
で
よ
い
の
か
。

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問答

建
物
の
中
に
あ
る
設
備

等
は
ど
う
な
る
の
か
。

11
月
以
降
、
市
の
管
理

運
営
の
中
で
、
一
定
の
処

分
を
進
め
て
い
く
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
情
報
の
発
信
、
利
活

用
に
関
す
る
学
習
の
普
及
、

再
資
源
化
を
促
進
す
る
拠

点
と
し
て
の
総
括
は
。

情
報
発
信
、
資
源
の

利
活
用
と
環
境
に
関
す
る

学
習
の
普
及
は
、
小
学
校
、

高
校
な
ど
か
ら
、
12
年
間

で
約
6
千
人
以
上
の
見
学

者
が
あ
り
、
環
境
学
習
な

ど
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

再
資
源
化
に
つ
い
て
は
、

食
品
系
産
廃
を
含
み
、
市

内
企
業
か
ら
も
受
け
入
れ

て
い
る
実
績
も
あ
る
。

　

ま
た
本
市
の
全
小
学
校
、

保
育
所
か
ら
の
給
食
の
残

さ
、
家
庭
の
生
ご
み
の
受

け
入
れ
な
ど
、
資
源
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
ど
の
よ
う
に
進
め

問答問答問

主
な
質
疑 エ

コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

て
い
く
の
か
。

循
環
型
社
会
の
形
成
と

い
う
意
味
で
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
、
太
陽
光
発
電

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
が
あ
る
。
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
循
環

型
社
会
形
成
と
い
う
目
的

を
達
成
す
る
一
つ
の
手
段

で
あ
り
、
条
例
が
廃
止
に

な
っ
て
も
、
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
設
置
後
の
費
用
対
効

果
は
。市

が
想
定
し
た
効
果
額

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
の
8
年
間
で
、

3
億
8
1
8
0
万
円
。
負

担
額
は
9
年
間
で
2
億

8
1
2
4
万
3
千
円
で
あ

り
、
京
都
府
か
ら
の
未
来

づ
く
り
交
付
金
を
差
し
引

く
と
2
億
6
8
5
8
万
3

千
円
と
な
る
。

答問答

し
て
の
設
計
、
建
設
で
あ

り
自
立
運
転
、
維
持
管
理

に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
。

三
つ
、
産
業
廃
棄
物
の
原

料
は
90
％
以
上
が
市
外
か

ら
受
け
入
れ
て
い
る
。
地

域
資
源
循
環
型
と
は
と
て

も
言
え
な
い
と
、
一
貫
し

て
指
摘
し
て
き
た
。
引
き

続
き
、
施
設
の
管
理
、
解

体
な
ど
の
経
費
が
財
政
課

題
と
し
て
残
る
。
到
底
続

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
施

設
で
あ
り
、
廃
止
に
賛
成

す
る
。

　
　
【
全
員
賛
成
で
可
決
】議会による現地調査



台風18号の影響で崩落した市道（丹後町矢畑）

2017.11　（10）

◆補正予算

台風18号被害の復旧事業  へ８億882万円
◉主な補正 ： 移住促進・空き家改修支援事業 1280万円、市道維持補修事業 1200万円、美食観光の　まち推進事業 45万円、除雪機械のレンタル 150万円
　　　　　  織物産業生産基盤支援事業補助金 2631万円、エコエネルギーセンター閉鎖関連経費　5417万円、野村克也ベースボールルーム整備 1100万円など

被災者支援 　　  5522万円
商工業支援 　　  1567万円
農業者支援　　　  775万円
災害復旧経費 6億2651万円
海岸漂着物処理   4580万円など

平
成
30
年
度
の
地
区
要

望
を
前
倒
し
と
し
た
理
由

は
。
今
後
は
ど
う
か
。

来
年
度
予
算
執
行
ま
で

待
て
な
い
も
の
を
取
り
上

げ
た
。

　

今
後
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

で
地
域
の
実
態
や
現
場
を

見
な
が
ら
考
え
る
。

問答

被
害
状
況
に
つ
い
て
全

体
を
把
握
し
た
補
正
か
。

市
道
河
川
の
９
０
０
カ

所
、
農
林
関
係
で
１
０
０

０
カ
所
以
上
の
被
害
が
出

て
い
る
。

　

現
在
、
詳
し
く
調
査
を

進
め
て
い
る
の
で
若
干

違
っ
て
く
る
。

問答

予
算
枠
を
超
え
る
申
請

と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は

ど
う
か
。

不
足
し
た
場
合
は
補
正

で
全
て
対
応
し
て
い
く
。

災
害
土
砂
等
撤
去
補
助

金
の
補
助
対
象
は
地
区
だ

け
か
。

問答問

地
区
で
申
請
し
て
い
た

だ
き
、
市
は
経
費
の
２
分

の
１
（
上
限
30
万
円
）
を

補
助
す
る
。

　
京
都
府
も
10
分
の
10
（
上

限
30
万
円
）
の
補
助
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

経
営
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
対
象
は
京
丹
後
市
商

工
会
と
あ
る
が
。

商
工
会
を
通
し
て
被
災

し
た
中
小
企
業
者
等
へ
の

補
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

被
災
者
が
生
活
再
建
を

考
え
る
う
え
で
今
後
の
被

害
防
止
対
策
は
重
要
だ
が
。

局
地
的
な
集
中
豪
雨

に
よ
り
被
害
が
出
て
い
る
。

今
後
、
小
規
模
河
川
に
つ

い
て
防
止
対
策
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

災
害
対
応
も
含
め
考
え
方

を
体
系
的
に
整
理
し
て
い

き
た
い
。

一
刻
も
早
い
復
旧
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
緊
急

答問答問答問

対
応
は
こ
の
補
正
で
十
分

か
。緊

急
的
な
応
急
措
置
は

予
備
費
で
対
応
し
た
。
そ

の
他
の
部
分
は
補
正
予
算

で
対
応
で
き
て
い
る
。

　

公
共
土
木
の
災
害
査
定

が
12
月
に
な
る
の
で
本
予

算
は
12
月
補
正
に
な
る
。

答

台
風
18
号
災
害
復
旧
対
策

市
道
維
持
補
修
事
業 台風18号で土石が流れ込んだ果樹園

主
な
質
疑



閉鎖されるエコエネルギーセンター

展示ルームを整備するアミティ丹後

（11）　2017.11

◆補正予算

台風18号被害の復旧事業  へ８億882万円
◉主な補正 ： 移住促進・空き家改修支援事業 1280万円、市道維持補修事業 1200万円、美食観光の　まち推進事業 45万円、除雪機械のレンタル 150万円
　　　　　  織物産業生産基盤支援事業補助金 2631万円、エコエネルギーセンター閉鎖関連経費　5417万円、野村克也ベースボールルーム整備 1100万円など

平成29年度　一般会計９月補正予算

展
示
ル
ー
ム
の
広
さ
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
今
後
の

維
持
管
理
費
は
発
生
す
る

の
か
。展

示
ル
ー
ム
は
約
１
０

０
㎡
と
な
る
。
丹
後
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

が
運
営
し
て
い
く
の
で
管

理
費
は
い
ら
な
い
。

問答
申
請
件
数
が
増
加
し
て

い
る
が
、
当
初
の
見
込
み

と
今
回
の
補
正
で
全
て
対

応
で
き
る
の
か
。

平
成
27
年
度
か
ら
３
年

間
、
京
都
府
の
生
産
基
盤

支
援
事
業
補
助
金
と
併
せ

て
補
助
し
て
き
た
。
最
終

年
度
で
あ
り
駆
け
込
み
需

要
と
考
え
る
。
申
請
件
数

を
見
込
ん
だ
予
算
で
あ
る
。

問答

食
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
動
画
は

い
つ
頃
で
き
る
の
か
。

平
成
29
年
度
の
秋
、
冬

ぐ
ら
い
か
ら
来
年
ま
で
１

年
間
撮
り
続
け
る
業
務
の

契
約
で
あ
る
。

問答
当
初
見
込
み
が
少
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

補
助
対
象
は
ど
う
か
。

移
住
係
で
相
談
を
受
け

て
い
る
案
件
が
20
件
近
く

あ
り
、
そ
の
中
で
話
が
ま

と
ま
る
部
分
を
補
正
で
計

上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
府
の
制
度
は
１

８
０
万
円
、
特
別
区
域
に

指
定
し
た
地
域
が
補
助
対

象
と
な
る
。
市
の
制
度
は

90
万
円
で
受
け
入
れ
計
画

を
作
っ
た
地
域
が
対
象
で

あ
る
。

問答

レ
ン
タ
ル
会
社
か
ら
の

除
雪
重
機
借
上
料
と
建
設

業
者
の
重
機
の
借
上
料
に

大
き
な
差
が
あ
る
が
。

災
害
な
ど
の
危
機
管
理

の
面
か
ら
建
設
業
界
で
対

応
で
き
る
重
機
の
確
保
が

重
要
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
除
雪
契
約
に

向
け
て
単
価
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
。

問答

指
定
管
理
者
の
ア
ミ
タ

か
ら
の
繰
り
入
れ
が
ゼ
ロ

で
あ
る
が
ど
う
か
。

５
月
18
日
か
ら
原
料

の
受
け
入
れ
を
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
黒
字

に
な
る
部
分
が
発
生
し
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

ア
ミ
タ
の
原
料
受
け
入

れ
先
と
の
違
約
金
は
発
生

す
る
の
か
。

原
料
受
け
入
れ
先
と
の

違
約
金
の
発
生
に
つ
い
て

は
聞
い
て
い
な
い
。

問答問答

施
設
内
の
ア
ミ
タ
の

所
有
部
分
の
扱
い
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

今
後
の
跡
地
利
用
の
中

で
調
整
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

残
り
の
液
肥
１
８
０
０

ト
ン
の
散
布
は
引
き
続
き

ア
ミ
タ
が
行
う
の
か
。

液
肥
の
散
布
は
整
理
保

全
業
務
委
託
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
11
月
以

降
、
市
が
直
接
管
理
す
る

中
で
ア
ミ
タ
に
委
託
し
て

い
く
。

問答問答

野
村
克
也
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
整
備

  
除
雪
機
械

  
レ
ン
タ
ル
料

 

織
物
生
産
基
盤

 

支
援
事
業
補
助
金

 

美
食
観
光
の

 

ま
ち
推
進
事
業

　
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
閉
鎖
の
関
連
経
費

 

移
住
促
進・空
き
家

 

改
修
支
援
事
業



この子供たちの10年後の京丹後市は

2017.11　（12）

市
長
の
考
え
が
市
民
は

無
論
の
こ
と
、
市
職
員
に

す
ら
伝
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

総
合
計
画
の
基
本
計

画
が
私
の
基
本
方
針
で
あ

る
。
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
基
本
計
画
の
達
成

に
向
け
て
努
力
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
発
信
を
工
夫

す
る
必
要
が
あ
る
。

市
の
人
口
減
少
は
国
の

予
想
す
る
１
・
４
倍
の
凄
ま

じ
い
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。

市
は
減
少
対
策
本
部
を
職

員
で
組
織
し
て
い
る
が
、

新
し
い
発
想
を
す
る
に
は

過
去
に
捉
わ
れ
な
い
市
民

公
募
の
委
員
で
構
成
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
民
の
声
も
反
映
し

て
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩

や
か
に
し
た
い
。

本
市
を
地
政
学
的
に

捉
え
る
と
特
徴
あ
る
資
源

を
活
か
す
「
産
業
開
発
型
」

に
地
域
の
創
生
を
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

市
民
が
や
り
た
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。
高
齢
者
も
活
躍
で

き
る
施
策
も
重
要
と
考
え

る
。市

民
の
多
く
は
『
こ
の

町
に
は
も
う
時
間
が
残
っ

て
い
な
い
。
こ
ん
な
市
政

で
よ
い
だ
ろ
う
か
。
市
長

は
京
丹
後
市
の
将
来
の
た

め
に
何
を
し
よ
う
と
し
て

お
ら
れ
る
の
か
、
ブ
レ
ー

ン
は
い
な
い
の
か
、
ブ
レ
ー

ン
の
声
は
お
聞
き
に
な
っ

て
い
な
い
の
か
』
と
強
く

い
ぶ
か
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
不
安
や
苛
立
ち
に
対

し
て
ど
う
答
え
る
の
か
。

そ
し
て
ど
ん
な
施
策
を
来

年
30
年
度
予
算
に
計
上
す

る
よ
う
指
示
さ
れ
た
の
か
。

自
分
の
目
指
す
方
向

は
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

も
盛
り
込
ん
だ
総
合
計
画

の
基
本
計
画
に
入
れ
込
ん

で
あ
る
。
こ
の
基
本
計
画

の
達
成
を
責
務
と
考
え
て

い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

マ
イ
ン
ド
を
さ
ら
に
前
向

き
に
強
く
変
え
て
も
ら
え

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
対
策
本
部
の
対
策
が

で
き
次
第
、
順
次
補
正
予

算
、
来
年
度
予
算
に
計
上

す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

◆一般質問

9月定例会 一般質問

市政を問う
～議会を傍聴しましょう！～

一般質問を平成29年9月11日、12日、13日の日程で行い、
17人の議員が質問し、市長や教育長に答弁を求めました。

掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネルでの
放送や京丹後市議会ホームページで配信していますのでご覧ください。

http://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai

京丹後市議会 検索

市
長
の
方
針
が
し
っ
か
り
と
伝
わ

っ
て
こ
な
い

さ
ら
に
発
信
を
す
る
必
要
が
あ
る

市
長

創　　　明

浜岡大二郎



地域防災を担う消防団員の活動と市民

施設が廃止となるエコエネルギーセンター

（13）　2017.11

◆一般質問

地
域
の
防
災
意
識
を

向
上
す
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽

し
く
学
べ
る
防
災
訓
練
メ

ニ
ュ
ー
を
市
が
提
示
し
て

は
ど
う
か
。
防
災
を
身
近

に
捉
え
、
一
人
一
人
が
考

え
、
気
付
く
こ
と
で
、
防

災
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
市
は
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

防
災
意
識
の
向
上
の

た
め
の
出
前
講
座
、
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
や

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。
参
加
者
は
毎
年
増
加

し
て
い
る
。
課
題
は
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
避
難
経

路
や
要
配
慮
者
対
策
な
ど
、

具
体
的
な
地
区
防
災
計
画

の
策
定
を
し
て
い
く
こ
と

が
防
災
意
識
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

「
自
助
」
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、地
域
で
は
「
共
助
」

も
重
要
と
考
え
る
。
地
域

の
任
意
組
織
で
あ
る
自
主

防
災
組
織
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
は
。

2
2
5
地
区
中
、

1
6
6
地
区
が
組
織
し
、

組
織
率
は
73
・
8
％
で
あ

る
。
課
題
は
、
少
子
化
に

よ
り
、
地
区
に
よ
っ
て
は

中
心
的
な
役
員
の
担
い
手

が
い
な
い
。

市
民
と
共
に
応
援
さ
れ
る

消
防
団
組
織
で
あ
る
た
め

に
地
域
防
災
の
要
と
な
る

消
防
団
で
は
、
団
員
確
保

が
ど
の
地
域
で
も
課
題
で

あ
る
。
綾
部
市
で
は
、「
消

防
団
員
証
明
書
」
を
発
行

し
、
地
元
商
店
の
協
力
の

も
と
、「
消
防
団
応
援
の
店
」

と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
団

員
は
そ
の
加
盟
す
る
店
舗

で
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
市
は
そ
う
い
っ

た
取
り
組
み
は
把
握
さ
れ

て
い
る
の
か
。

先
進
地
と
し
て
、
松

山
市
は
「
消
防
団
応
援
の

店
」
の
他
に
「
消
防
団
応

援
自
動
販
売
機
」
を
設
置

し
、
売
上
の
一
部
を
活
動

に
充
て
て
い
る
。

市
で
も
消
防
団
員
を
応

援
す
る
制
度
を
取
り
入
れ

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

調
査
研
究
を
し
、
運

用
方
法
の
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

問市
長

問

市
長

問

市
長

問市
長

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
を
無
償
譲
渡
で
受

け
る
時
の
、
提
案
説
明
の

経
済
効
果
は
過
大
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
多
く
の

事
業
が
惨
憺
た
る
結
果
で
、

議
員
を
ミ
ス
リ
ー
ド
し
た

こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

期
待
で
き
る
将
来
的

効
果
と
し
て
挙
げ
て
い
た
。

効
果
が
見
込
め
る
も
の
と
、

真
剣
に
検
討
し
て
提
案
し

た
。長

期
修
繕
計
画
の
修
繕

費
が
63
億
円
か
か
る
こ
と

な
ど
、
議
会
に
報
告
す
る

時
期
が
遅
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。修

繕
計
画
の
調
査
報

告
は
平
成
28
年
２
月
末
に

あ
っ
た
が
、
９
月
の
決
算

審
査
時
に
説
明
す
れ
ば
良

い
と
考
え
て
い
た
。

市
外
の
食
品
系
産
業
廃

棄
物
を
主
な
原
料
と
し
て

い
た
こ
と
は
、
市
内
資
源

循
環
型
の
中
核
施
設
と
し

て
い
た
事
業
と
し
て
の
整

合
性
は
あ
っ
た
の
か
。

循
環
型
社
会
の
形
成

を
図
る
一
翼
は
担
っ
て
い
た
。

結
果
と
し
て
、
事
業
効
果
と

市
税
投
入
の
整
合
性
に
お
い

て
問
題
が
あ
っ
た
と
総
括
し

て
い
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
メ
ー
ン

と
な
っ
て
い
る
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
へ
の
影

響
は
。

施
設
の
閉
鎖
に
と
も

な
い
構
想
自
体
が
成
立
し

な
く
な
り
、
構
想
認
定
の

取
り
下
げ
や
取
り
消
し
が

考
え
ら
れ
る
。

個
人
墓
の
移
動
、
新
設
が

で
き
な
い
か

墓
が
山
の
上
に
あ
り
高

齢
者
等
が
墓
参
り
な
ど
に

行
け
な
い
場
合
が
あ
る
が
、

墓
の
移
動
、
新
設
が
で
き

な
い
か
。墓

地
に
関
す
る
規
則

で
は
、
個
人
墓
地
を
移
転
、

拡
張
又
は
新
設
は
許
可
し

な
い
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
書
き
で
「
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
は
こ

の
限
り
で
な
い
」
と
あ
る

が
、
配
慮
が
あ
る
の
か
。

個
々
の
事
情
に
よ

り
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
相

談
に
応
じ
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

消
防
団
員
を
応
援
す
る
制
度
に

取
り
組
ん
で
は

過
大
な
効
果
は
議
員
を
ミ
ス
リ
ー

ド
し
た
の
で
は

調
査
研
究
を
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く

効
果
が
見
込
め
る
と
真
剣
に
検
討

し
て
提
案
し
た

市
長

市
長

新　星　会

創　　　明

櫻 井 祐 策

吉 岡 豊 和



立川市の子ども未来センター・子育てひろば

峰山図書館の室内。改善と充実が望まれる

2017.11　（14）

◆一般質問

市
長
、
教
育
長
の
図
書

館
認
識
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
の
拠
点
で

あ
り
、
市
民
生
活
の
重
要

な
文
化
施
設
で
あ
る
。

従
来
の
機
能
に

加
え
課
題
解
決
や
生
活
、

仕
事
を
支
援
す
る
施
設
。

市
立
図
書
館
２
館
４
室

の
施
設
設
備
、
蔵
書
や
資

料
収
集
、
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
と
課
題
は
。

図
書
室
は
狭
い

上
天
井
も
低
く
、
蔵
書
増

で
圧
迫
感
も
あ
る
。
峰
山

図
書
館
は
高
台
の
３
階
で
、

蔵
書
の
収
納
も
限
界
。
お

話
会
を
学
校
等
へ
出
前
。

諸
課
題
が
あ
り
、
図
書
館

協
議
会
で
い
ま
審
議
中
。

図
書
館
利
用
、
読
書
活

動
の
現
状
と
課
題
は
。

平
成
28
年
度
の

貸
出
状
況
は
統
合
時
と
比

べ
、
や
や
減
少
。
小
学
生

の
貸
出
し
は
多
く
、
中
高

生
は
少
な
い
。
家
庭
や
学

校
、
地
域
社
会
相
互
の
連

携
が
必
要
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係

団
体
の
活
動
状
況
等
、
現

状
認
識
と
課
題
は
。

市
内
６
団
体
の

ご
協
力
が
あ
る
。
丹
後
町

の
絵
本
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
今
年
度
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

職
員
体
制
や
勤
務
体
制

に
課
題
は
な
い
か
。

正
職
員
２
名
の

他
は
臨
時
職
員
。
土
日
と

平
日
の
勤
務
体
制
に
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
て
い
る
。

学
校
図
書
館
の
蔵
書
や

司
書
教
諭
配
置
、
稼
働
状

況
等
の
課
題
は
。

蔵
書
の
充
実
、

授
業
・
教
育
活
動
全
体
で

の
利
活
用
、
司
書
教
諭
の

完
全
配
置
な
ど
が
課
題
。

学
校
図
書
館
へ
の
指
導

や
援
助
は
。

団
体
貸
出
や
、

読
書
週
間
に
図
書
館
職
員

が
出
前
指
導
等
を
実
施
。

図
書
館
は
町
の
姿
を
変

え
、
子
ど
も
の
育
ち
、
市

民
の
学
び
を
支
え
る
重
要

な
文
化
施
設
。
峰
山
図
書

館
と
大
宮
図
書
室
を
一
体

化
し
た
中
央
図
書
館
を
市

民
生
活
の
動
線
上
に
建
設

し
、
あ
み
の
図
書
館
、
図

書
室
と
も
充
実
す
べ
き
。

政
策
提
言
と
受
け
と

め
、
検
討
す
る
。

問市
長

教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問

教
育
長

問市
長

大
宮
図
書
室
と
立
地
に

課
題
の
あ
る
峰
山
図
書
館

を
一
つ
に
し
て
さ
ら
に
充

実
し
、
ま
た
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
と
幼
児
が
一

緒
に
過
ご
せ
る
「
図
書
館

と
こ
ど
も
館
」
の
複
合
施

設
を
整
備
す
べ
き
だ
。
ハ

イ
ハ
イ
し
た
り
、
ヨ
チ
ヨ

チ
歩
き
で
こ
け
て
も
安
全

な
じ
ゅ
う
た
ん
の
ス
ペ
ー

ス
。
そ
ん
な
我
が
子
を
見

な
が
ら
、
子
育
て
の
話
や

情
報
交
換
し
な
が
ら
の

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
が
で
き

る
憩
い
の
場
。
図
書
館
と

の
複
合
施
設
は
、
若
い
世

代
に
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
、
若
者
の
定
住

促
進
に
も
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

保
護
者
が
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
得
た
り
、

子
ど
も
が
絵
本
に
親
し
む

な
ど
、
図
書
館
と
子
育
て

支
援
の
複
合
施
設
は
大
変

良
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
り

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

　

一
方
で
財
政
面
か
ら
は

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
図
書
館
協
議
会

で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
新
設
と
既
設

施
設
の
活
用
の
両
面
か
ら

検
討
し
、
若
い
世
代
の
子

育
て
支
援
に
応
え
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

今
こ
そ
合
併
特
例
債
を
活

用
す
べ
き

一
般
会
計
の
市
債
（
借

金
）
４
０
６
億
円
の
う
ち
、

約
３
１
１
億
円
は
交
付
税

と
い
う
形
で
国
が
負
担
し

て
く
れ
る
の
で
実
質
の
借

金
は
95
億
円
で
、
基
金
（
貯

金
）
は
１
１
２
億
円
あ
る
。

京
丹
後
市
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て 

「
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
は
や
ら
ん
な

ん
」
と
い
う
こ
と
だ
と
考

え
る
。
合
併
特
例
債
を
活

用
し
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
の
「
図
書
館
と
こ
ど

も
館
」
の
整
備
を
す
べ
き

だ
が
。

人
口
減
少
対
策
は
本

市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

が
、
ど
ん
な
事
業
に
も
財

源
は
必
要
で
、
普
通
交
付

税
の
逓
減
も
進
め
ら
れ
て

お
り
厳
し
い
。
合
併
特
例

債
の
活
用
期
限
は
迫
っ
て

い
る
が
、
将
来
の
た
め
に

真
に
必
要
な
事
業
は
実
施

し
て
い
く
。

問教
育
長

問

市
長

「
図
書
館
と
こ
ど
も
館
」の
複
合
施

設
の
整
備
を

中
央
図
書
館
を
建
設
す
べ
き
で
は

若
い
世
代
の
子
育
て
支
援
に
応
え

る
べ
き
と
考
え
る

政
策
提
言
と
受
け
と
め
、検
討
す
る

市
長

新　星　会

政　友　会

金 田 琮 仁

水 野 孝 典

教
育
長



除雪高機能マップの作成を

夜遅くまで頑張っている先生

（15）　2017.11

◆一般質問

地
区
要
望
の
優
先
順
位

の
考
え
方
と
解
決
方
法
は
。

50
万
円
以
下
の
小
規

模
事
業
に
お
い
て
は
、
市

民
局
と
区
長
会
と
の
事
業

選
定
委
員
会
に
お
い
て
優

先
順
位
を
決
定
し
、
市
民

協
働
の
形
で
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
試
行
的
に
大
規

模
事
業
に
お
い
て
も
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

地
区
要
望
は
区
単
位
だ

が
、
区
長
会
や
連
合
会
が

代
表
と
な
り
小
さ
な
区
の

要
望
が
で
き
な
い
か
。

今
は
区
単
位
だ
が
、

今
後
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
考
え
て
い
く
。

ど
の
よ
う
な
地
区
要
望

を
実
現
す
る
の
が
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
か
。市

民
の
暮
ら
し
が
良

く
な
る
た
め
に
地
区
要
望

の
実
現
と
、
地
域
の
活
性

化
に
向
け
て
、
安
心
安
全
、

移
住
定
住
な
ど
一
つ
一
つ

の
施
策
を
着
実
に
実
現
し
、

地
域
が
元
気
に
輝
く
市
民

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
支
援
を
行
う
。

除
雪
に
つ
い
て

除
雪
に
対
す
る
課
題
・

問
題
点
や
整
理
状
況
は
。

昼
間
の
除
雪
開
始

の
判
断
、
交
通
量
の
多
い

中
で
の
交
通
規
制
、
排
雪

場
所
の
決
定
な
ど
で
あ
る
。

地
元
と
の
連
携
、
協
力
体

制
等
を
把
握
し
整
理
し
て

い
る
。民

間
の
空
地
な
ど
を

利
用
し
た
雪
の
仮
置
き
場
、

電
気
柵
や
道
幅
、
障
害
物

な
ど
を
書
き
込
ん
だ
高
機

能
除
雪
マ
ッ
プ
を
、
区
、

行
政
、
業
者
、
市
民
と
の

協
働
の
上
で
、
除
雪
路
線

図
ご
と
に
作
成
し
活
用
で

き
な
い
か
。

現
在
市
内
70
業
者
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
除
雪
の

マ
ッ
プ
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
が
、
高
機
能
マ
ッ
プ
は
、

業
者
の
交
代
時
や
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
交
代
な
ど
に

お
い
て
は
う
ま
く
活
用
で

き
る
よ
う
に
考
え
る
。
路

線
上
に
あ
る
情
報
の
提
供
、

共
有
に
つ
い
て
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
こ
と
は
と
て
も

有
効
な
も
の
に
な
る
と
考

え
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

教
職
員
の
長
時
間
勤
務

の
実
態
は
。80

時
間
を
超
え

る
教
員
は
25
・
3
％
。
小

学
校
の
要
因
は
、
事
務
・

会
計
処
理
、
保
護
者
対
応
、

会
議
や
研
修
。
中
学
校
で

は
、
問
題
作
成
や
成
績
処

理
、
部
活
動
指
導
、
事
務
・

会
計
処
理
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。中

学
校
の
部
活
動
に
つ

い
て
は
、
形
式
的
な
削
減

は
す
べ
き
で
な
い
。
部
活

動
の
意
義
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。豊

か
な
人
間
関

係
や
心
身
と
も
に
健
全
な

育
成
を
図
る
う
え
で
意
義

が
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
と

教
師
の
人
間
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

長
時
間
勤
務
の
改
善
に

向
け
て
の
具
体
的
な
対
応

策
は
。

職
員
配
置
や
時

間
な
ど
も
含
め
て
、
校
長

会
と
協
議
し
改
善
策
を
進

め
て
い
る
。
学
校
の
主
体

性
も
重
視
し
て
い
る
。
ま

た
、
調
査
等
に
つ
い
て
は
、

集
約
化
や
統
一
化
に
よ
り

改
善
で
き
て
い
る
。

市
の
単
費
で
職
員
を
増

員
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。市

の
単
費
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
が
、

小
中
校
長
会
と
の
連
携
、

教
職
員
の
健
康
状
況
、
府

や
国
の
動
向
も
踏
ま
え
、

今
後
は
考
え
て
い
く
。

夏
季
休
業
を
短
縮
す
る

と
い
う
考
え
は
。

全
国
的
に
は
実

施
し
て
い
る
市
町
村
が
あ

る
が
、
子
ど
も
が
自
ら
学

習
す
る
時
間
の
確
保
、
社

会
教
育
と
し
て
も
重
要
な

時
期
で
も
あ
り
、
夏
季
休

業
は
必
要
で
あ
る
。

教
職
員
の
長
時
間
勤
務

改
善
策
と
し
て
、
夏
季
休

業
を
検
討
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

32
年
度
の
学
習

指
導
要
領
の
見
直
し
の
際

に
は
検
討
す
る
。

行
政
と
地
域
が
一
体
と
な

り
、
教
育
に
責
任
を

教
育
基
本
条
例
を
制
定

す
べ
き
で
は
。

今
の
段
階
で
は

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問

教
育
長

問教
育
長

地
区
要
望
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
改
善
策
を

執
行
の
前
倒
し
を
行
い
安
心
安
全

を
進
め
て
い
く

職
員
定
数
の
見
直
し
が
必
要

市
長

政　友　会

政　友　会

平 井 邦 生

由 利 敏 雄

教
育
長



鹿の被害

農業者戸別所得補償の継続を

2017.11　（16）

◆一般質問

市
民
か
ら
騒
音
や
交
通

安
全
等
に
対
す
る
不
安
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
米
軍

基
地
の
あ
ら
ゆ
る
不
安
を

解
消
す
る
仕
組
み
は
十
分

か
。
集
団
居
住
や
通
勤
の

進
捗
は
ど
う
か
。

　

実
施
し
て
き
た
対
策
の

検
証
と
不
安
を
把
握
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

騒
音
防
止
へ
商
用
電

力
導
入
の
前
倒
し
を
求
め

て
い
る
。
交
通
安
全
対
策

と
し
て
安
全
講
習
会
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
活
用
を
し
て
い
る
。

集
団
居
住
・
集
団
通
勤
は
、

そ
の
都
度
確
認
し
な
が
ら

向
上
を
求
め
る
。

　

住
民
か
ら
の
要
望
や
問

い
合
わ
せ
に
は
基
地
対
策

室
と
安
安
連
で
対
応
で
き

て
お
り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
は
し
な
い
。

戸
別
所
得
補
償
の
継
続
を

平
成
30
年
か
ら
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
が
廃
止
さ

れ
る
。
農
家
は
直
接
減
収

に
つ
な
が
り
営
農
の
見
通

し
が
持
て
な
い
。

　

制
度
の
継
続
を
求
め
る

と
と
も
に
米
作
り
へ
の
支

援
強
化
が
必
要
だ
が
。

戸
別
所
得
補
償
の
廃

止
は
、
大
規
模
農
家
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
、
京
都
府
と
連
携

し
な
が
ら
特
別
栽
培
米
の

推
進
、
農
業
機
械
の
導
入

補
助
、
農
地
集
積
な
ど
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

農
福
連
携
の
推
進
を

近
隣
町
の
共
同
作
業
所

で
は
、
ハ
ウ
ス
８
棟
で
九

条
ネ
ギ
の
栽
培
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ネ
ギ
農
家

に
出
向
す
る
な
ど
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
、
農
地
の
活
用
と
障

が
い
者
の
就
労
と
所
得
の

向
上
へ
農
福
連
携
へ
の
支

援
強
化
が
必
要
だ
が
。

市
内
で
は
障
が
い
者

就
労
支
援
事
業
所
に
お
い

て
、
昨
年
10
月
か
ら
国
営

農
地
で
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

農
業
面
と
福
祉
面
の
双

方
の
課
題
解
決
に
有
効
な

事
業
で
あ
り
、
京
都
府
の

補
助
制
度
の
周
知
を
は
か

り
推
進
し
て
い
く
。

問市
長

問市
長

問

市
長

京
丹
後
市
に
お
け
る
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
は
。

防
護
柵
に
よ
り
、
被

害
防
止
効
果
を
明
確
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
増
加

に
伴
い
、
課
題
に
な
っ
て

い
る
捕
獲
個
体
の
処
理
方

法
を
検
討
す
る
。

捕
獲
計
画
と
捕
獲
実
績

は
。

５
５
０
０
頭
を
、
最

低
限
の
達
成
目
標
に
し
て

い
る
。
猟
友
会
の
協
力
で

捕
獲
を
実
施
し
て
、
シ
カ

３
２
７
１
頭
、
イ
ノ
シ
シ

１
８
２
４
頭
捕
獲
し
て
い

る
。捕

獲
個
体
は
、
猟
友

会
の
方
が
埋
設
処
理
し
て

い
る
。
猟
友
会
の
高
齢
化
、

担
い
手
（
新
規
）
の
不
足

し
て
い
る
中
、
個
体
処
理

に
係
る
労
力
と
経
費
の
節

減
に
な
る
有
効
な
処
理
方

法
「
タ
ン
パ
ク
質
、
炭
水

化
物
、
脂
質
、
繊
維
質
を

素
早
く
分
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
エ
ス
パ
ス
菌
を

使
用
し
た
個
体
処
理
施
設
」

を
、
各
町
に
一
カ
所
設
置

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

個
体
処
理
の
今
後
の
考
え

は
。

有
害
鳥
獣
個
体
処
理

検
討
委
員
会
で
、
焼
却
施

設
や
微
生
物
に
よ
る
減
量

化
施
設
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。
委
員
会
で
の
検
討

結
果
を
基
に
、
対
応
方
針

を
決
定
す
る
。

給
食
米
を
農
家
か
ら

学
校
給
食
会
か
ら
、
給

食
米
を
年
間
５
万
３
４
３

０
キ
ロ
購
入
し
て
い
る
。

５
万
３
４
３
０
キ
ロ
を
30

キ
ロ
で
割
る
と
１
７
８
１

袋
に
な
る
。
一
キ
ロ
３
４

８
円
で
、
30
キ
ロ
を
掛
け

る
と
１
万
４
４
０
円
に
な

り
、
１
万
４
４
０
円
か
ら

農
家
の
売
値
７
５
０
０
円

を
引
く
と
、
２
９
４
０
円

が
業
者
の
利
益
に
な
り
、

そ
れ
に
１
７
８
１
袋
を
掛

け
る
と
５
２
３
万
６
１
４

０
円
の
利
益
。
農
家
に
特

栽
米
を
耕
作
し
て
も
ら
い

購
入
す
る
と
、
市
と
し
て

特
栽
米
の
生
産
、
収
入
増

加
と
な
る
が
市
の
考
え
は
。

特
栽
米
の
推
進
拡

大
、
市
の
税
収
増
加
に
つ

な
が
る
の
で
良
い
こ
と
で

あ
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問

市
長

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
個
体
処
理
施
設

の
検
討
は有

害
鳥
獣
個
体
処
理
検
討
委
員
会

で
検
討
す
る

市
長

政　友　会

和 田 正 幸

米
軍
基
地
対
策
の
検
証
と
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
を

そ
の
都
度
確
認
し
な
が
ら
改
善
向

上
を
求
め
る

日本共産党

田 中 邦 生

市
長



こんな風景が一日も早く戻ります様に！

老朽化で改修が必要な京都府丹後文化会館

（17）　2017.11

◆一般質問

箱
石
浜
の
ユ
ウ
ス
ゲ
の

鹿
食
害
調
査
の
状
況
と
対

策
の
進
捗
状
況
は
。

環
境
省
が
調
査
中
で

あ
る
。
秋
ご
ろ
ま
で
に
は

調
査
が
終
わ
る
の
で
、
周

り
の
農
地
や
、
景
観
へ
の

配
慮
も
し
な
が
ら
、
結
果

に
基
づ
い
て
対
策
を
考
え

た
い
。
国
府
の
交
付
金
も

あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

府
立
高
校
再
編
で
久
美
浜

高
校
の
学
科
は
ど
う
な
る

久
美
浜
高
校
を
農
業
に

特
化
し
た
学
科
に
再
編
す

る
と
い
う
案
が
示
さ
れ
た

と
聞
く
が
、
市
に
説
明
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

具
体
的
に
は
聞

い
て
い
な
い
。
学
校
内
で

の
検
討
は
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
。
常
に
「
魅
力
あ
る

学
科
」「
進
学
で
き
る
学
科
」

等
、
府
教
委
に
は
子
ど
も

に
良
い
教
育
を
大
前
提
に

意
見
も
言
い
、
要
望
し
て

い
る
。丹

後
の
高
校
生
や
保
護

者
の
通
学
の
負
担
を
わ
が

事
と
し
て
捉
え
、
通
学
費

の
補
助
制
度
の
拡
充
を
要

望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
市
の
通

学
補
助
は
し
て
い
な
い
。

府
の
制
度
を
確
認
し
、
府

に
要
望
等
相
談
し
て
い
く
。

分
校
再
編
の
状
況
は
ど

う
か
。

具
体
的
に
は
聞

い
て
い
な
い
が
、
小
規
模

で
き
め
細
や
か
な
分
校
で

の
教
育
内
容
を
継
承
し
、

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
府
教
委
へ
要
望
す
る
。

原
発
の
核
の
ゴ
ミ
の
地
層

処
理
に
つ
い
て

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
に
関
す
る

科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
が
示

さ
れ
、
京
丹
後
市
は
適
性

な
地
域
と
な
っ
て
い
る
が
、

調
査
に
関
し
て
の
打
診
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
あ

れ
ば
受
け
る
の
か
。

ま
だ
何
も
な
い
の
で

答
え
ら
れ
な
い
。

原
発
の
核
の
ゴ
ミ
を
ふ

や
す
再
稼
働
に
き
っ
ぱ
り

N
O
を
示
す
べ
き
だ
が
。

今
ま
で
と
考
え
は
変

わ
ら
な
い
。
原
子
力
が
不

要
に
な
る
日
が
一
日
も
早

く
来
る
こ
と
を
願
う
。

問市
長

問教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

問

市
長

問市
長

京
都
府
丹
後
文
化
会

館
の
音
響
、
設
備
等
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
、
他

の
施
設
で
行
え
る
よ
う
な

全
国
レ
ベ
ル
の
催
し
が
で

き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

京
都
府
へ
の
要
望
を
行
い
、

改
修
計
画
を
立
て
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
要
請
や
改
修
計

画
の
現
状
は
ど
う
か
。

京
都
府
丹
後
文

化
会
館
の
老
朽
化
に
よ
る

大
規
模
改
修
の
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
。
京
都
府

と
の
話
し
合
い
を
進
め
て

い
る
。
施
設
の
改
修
は
、

耐
震
も
含
め
て
市
民
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
考
え
て
い
く
よ
う
に

協
議
し
て
い
る
。

『
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
』

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
の
『
文
化
芸
術
振
興

基
本
法
』
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
、『
文
化
芸
術
基
本

法
』
と
改
め
ら
れ
た
。
国

が
、
地
方
自
治
体
に
『
地

方
文
化
芸
術
推
進
基
本
計

画
』
策
定
の
努
力
義
務
を

課
し
て
い
る
が
、
市
の
対

応
は
ど
う
か
。

国
の
計
画
を
参

考
に
し
な
が
ら
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
計
画
と
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

文
化
芸
術
の
予
算
に
つ
い

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
予
算

か
ら
比
べ
る
と
文
化
芸
術

振
興
の
予
算
が
少
な
す
ぎ

る
と
い
う
市
民
の
声
が
あ

る
。
音
楽
、
美
術
、
演
劇
、

映
画
の
鑑
賞
支
援
事
業
費
、

地
域
の
ア
ー
ト
展
、
芸
術

家
の
企
画
へ
の
補
助
支
援

事
業
費
に
つ
い
て
も
少
な

い
と
考
え
る
。
市
民
の
声

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

文
化
芸
術
活
動
の
支
援
事

業
拡
充
、
振
興
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
文
化
芸

術
予
算
増
額
の
考
え
は
ど

う
か
。

平
成
28
年
度
文

化
振
興
事
業
費
と
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
費
は
、
と
も

に
３
２
４
０
万
円
と
ほ
ぼ

同
額
で
あ
り
、
文
化
芸
術

振
興
事
業
費
が
少
な
い
と

い
う
考
え
は
な
い
。
事
業

費
増
額
の
強
い
要
望
は
聞

い
て
い
な
い
。

問教
育
長

問

教
育
長

問

教
育
長

箱
石
浜
ユ
ウ
ス
ゲ
。
シ
カ
の
食
害

対
策
を
急
げ

環
境
省
の
調
査
結
果
を
も
と
に
対

策
を
考
え
た
い

市
長

日本共産党

橋本まり子

京
都
府
丹
後
文
化
会
館
改
修
計
画

の
現
状
と
進
捗
は

京
都
府
と
耐
震
を
含
め
て
改
修
協

議
を
進
め
て
い
る

日本共産党

松 本 直 己

教
育
長



中学入学には自転車も必要

広がる新たな経済圏

2017.11　（18）

◆一般質問

山
陰
近
畿
自
動
車
道
早

期
実
現
推
進
大
会
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
は
。

住
民
一
丸
と
な
り

気
運
を
高
め
る
た
め
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

知
事
や
国
交
省
な
ど
の
行

政
関
係
者
、
ま
た
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
内
閣

官
房
参
与
の
藤
井
聡
氏
を

お
招
き
す
る
。

網
野
I
C
か
ら
豊
岡
ま

で
の
ル
ー
ト
決
定
に
つ
い

て
の
検
討
は
ど
う
か
。

府
と
も
連
携
し
I
C

や
ル
ー
ト
を
検
討
し
た

い
。
網
野
か
ら
久
美
浜
を

経
由
す
る
。
時
間
距
離
や

速
達
性
だ
け
で
な
く
、
戦

略
的
な
ル
ー
ト
案
を
検
討

し
た
い
。

要
望
活
動
に
つ
い
て
行

政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

地
域
住
民
一
丸
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
が
考
え
は
。

国
や
国
交
省
を
訪
ね

訴
え
て
き
た
。
国
交
省
で

は
本
道
路
の
必
要
性
は
疑

う
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
と

の
言
葉
を
頂
戴
す
る
ま
で

と
な
っ
た
。
ま
た
本
市
宿

屋
女
将
さ
ん
の
会
代
表
に

同
行
い
た
だ
い
た
が
大
変

有
意
義
で
あ
り
、
地
元
住

人
の
声
が
必
要
で
あ
る
。

整
備
に
あ
た
り
地
元
企

業
が
受
注
で
き
る
の
か
。

大
宮
～
峰
山
道
路
の

総
事
業
費
は
約
１
６
０
億

円
で
あ
り
、
事
業
も
効
果

も
大
き
い
。
直
轄
事
業
と

し
て
全
て
が
地
元
企
業
と

い
う
こ
と
は
現
実
的
に
難

し
い
が
、
実
績
が
無
く
て

も
企
業
が
参
加
で
き
る
チ

ャ
レ
ン
ジ
制
度
が
あ
り
、

地
元
企
業
が
参
加
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

労
働
人
口
減
少
へ
の
対
応

と
計
画
は
あ
る
の
か

労
働
人
口
減
少
に
対
す

る
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

有
効
求
人
倍
率
は

１・
５
９
％
と
非
常
に
高
く

慢
性
的
な
人
材
不
足
と
言

え
る
。外

国
人
労
働
者
の
議
論

も
あ
る
が
市
の
見
解
は
。

議
論
の
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
働
く

人
の
立
場
で
Ａ
I
や
I

ｏ
T
の
様
な
生
産
性
の
向

上
を
目
指
す
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

中
学
生
の
入
学
準
備
に

は
多
額
の
費
用
が
必
要
で

あ
る
。
就
学
援
助
制
度
の

利
用
者
へ
、
入
学
準
備
金

を
前
倒
し
、
支
給
を
行
う

べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て

き
た
。
３
月
議
会
の
答
弁

で
は
、
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
。

今
年
度
は
、
支

給
月
を
７
月
か
ら
５
月
へ

と
早
め
た
。

　

ま
た
、
１
月
末
の
入
学

通
知
後
、
支
給
事
務
の
見

直
し
、
制
度
確
認
が
間
に

合
え
ば
平
成
30
年
度
入
学

予
定
者
か
ら
、
３
月
末
支

給
を
検
討
し
て
い
る
。

病
院
の
窓
口
支
払
い
の
免

除
・
減
免
を

国
保
法
44
条
で
は
、
加

入
者
に
特
別
な
理
由
が
あ

る
場
合
、
窓
口
で
支
払
う

医
療
費
や
薬
代
を
減
額
・

免
除
・
徴
収
を
猶
予
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

近
年
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

制
度
を
周
知
し
、
支
払
い

の
心
配
な
く
受
診
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
が
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
広
報
し
て
い
く
。

恒
常
的
困
窮
者
に
は
、
寄

り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
多

い
。病

院
等
の
窓
口
に
申
請

書
を
お
い
て
、
こ
の
制
度

を
も
っ
と
知
ら
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
。

利
用
が
で
き
る
の

は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る

時
な
の
で
、
窓
口
に
置
く

こ
と
は
な
じ
ま
な
い
。

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
総
括
に
つ
い
て

中
止
の
決
断
は
評
価
す

る
が
、
多
額
の
改
修
費
が

か
か
る
と
い
う
段
階
で
の

閉
鎖
は
考
え
な
か
っ
た
の

か
。

　

ま
た
、
21
年
に
提
案
さ

れ
た
経
済
効
果
、
１
億
６

７
０
０
万
円
の
事
業
の
総

括
を
さ
れ
た
の
か
。

早
急
に
検
討
が
い
る

と
思
っ
た
。
生
ゴ
ミ
資
源

化
に
つ
い
て
は
、
多
額
の

費
用
が
か
か
る
の
で
、
拡

大
を
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
経

済
効
果
に
つ
い
て
は
、
将

来
事
業
化
で
き
る
と
信
じ

て
き
た
。

問教
育
長

問

市
長

問市
長

問

市
長

入
学
準
備
金
支
給
時
期
の
前
倒
し
を

３
月
末
支
給
を
検
討
し
て
い
る

教
育
長

日本共産党

平林智江美

網
野
I
C
か
ら
豊
岡
ま
で
の
ル
ー
ト

決
定
に
つ
い
て

戦
略
的
な
ル
ー
ト
を
検
討
す
る

市
長

丹　政　会

中 野 勝 友
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◆一般質問

ご
み
処
理
基
本
計
画
通

り
に
ご
み
の
減
量
が
進
ん

で
い
る
の
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
と
焼

却
処
理
量
は
未
達
成
。
雑

が
み
の
分
別
の
低
迷
が
原

因
と
分
析
し
て
い
る
。

ご
み
処
理
経
費
で
毎
年

９
億
近
い
コ
ス
ト
、
峰
山

焼
却
場
も
長
寿
命
化
の
工

事
費
が
18
億
か
か
る
。
ご

み
の
処
理
に
多
大
な
費
用
、

労
力
、
環
境
に
も
負
担
が

か
か
る
。
ご
み
の
減
量
を

進
め
る
た
め
に
、
持
ち
込

み
ご
み
処
理
手
数
料
の
改

定
な
ど
の
検
討
は
。

告
示
産
廃
受
け
入
れ

中
止
の
効
果
が
得
ら
れ
な

い
場
合
に
は
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

生
ご
み
の
分
別
、
再

資
源
化
が
終
了
に
な
っ
た
。

こ
の
高
ま
っ
た
意
識
を
維

持
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

生
ご
み
の
再
資
源
化

に
コ
ン
ポ
ス
ト
の
補
助
金

再
開
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。市

民
、
事
業
者
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
ご
み
を

出
さ
な
い
取
り
組
み
を
考

え
る
べ
き
。
ご
み
減
量
で

浮
い
た
費
用
は
例
え
ば
子

育
て
、
福
祉
な
ど
の
施
策

に
回
せ
る
。
こ
れ
か
ら
推

進
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

各
担
当
で
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
、
市
民
と
進

め
て
い
く
。
意
識
の
啓
発

と
適
正
な
処
理
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

京
丹
後
市
を
担
う
「
ひ
と

づ
く
り
」
に
つ
い
て

若
者
、
女
性
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
成
果
と
今
後

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

京
丹
後
未
来
ラ
ボ
の

創
設
や
、
女
性
団
体
活
動

の
広
が
り
に
も
つ
な
が
っ

た
。
ま
ち
づ
く
り
に
女
性

参
画
を
促
進
し
、
活
躍
を

進
め
た
い
。

職
員
に
も
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
意
見
を
聴
く
取

り
組
み
は
。

課
長
級
で
人
口
減

少
対
策
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
議
論
し
て

い
る
。
ま
た
若
手
職
員
の

意
見
を
聴
く
場
も
検
討
し

て
い
る
。

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

問市
長

問市
長

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、
総

事
業
費
と
経
済
効
果
は
ど

う
か
。

支
出
ベ
ー
ス
で
５
億

３
１
６
４
万
円
、
経
済
効

果
は
３
億
８
１
８
０
万
円

と
試
算
し
て
い
る
。

職
員
の
人
件
費
は
。

平
均
１
・
５
人
で
業

務
に
携
わ
っ
た
と
し
て
７

年
間
で
７
９
0
0
万
円
で

あ
る
。結

果
と
し
て
廃
止
に
な

る
が
市
長
は
ど
の
よ
う
に

総
括
し
て
い
る
の
か
。

市
の
施
策
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
施
設
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
発
電

施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
自

ら
の
施
設
の
電
力
も
賄
え

な
か
っ
た
。
ま
た
、
農
業

に
つ
い
て
も
後
付
け
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
事
業
の
失
敗
は
、

生
ゴ
ミ
で
も
、
農
業
で
も

下
か
ら
の
合
意
形
成
が
足

り
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
議
会
も
議
論
が

足
り
な
か
っ
た
と
反
省
す

べ
き
と
思
う
。

将
来
に
渡
っ
て
市

民
が
ど
う
関
わ
れ
る
の
か
、

ま
た
、
投
資
効
果
の
検
証

が
足
り
な
か
っ
た
。
無
駄

だ
け
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ

う
、
振
り
返
り
な
が
ら
、

今
後
の
政
策
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

こ
う
り
ゅ
う
保
育
所
の
無

償
譲
渡
は
適
切
か

市
民
の
財
産
で
あ
る
９

千
万
の
市
の
施
設
を
無
償

譲
渡
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

説
明
責
任
は
果
た
せ
た
と

考
え
て
い
る
の
か
。

無
償
譲
渡
に
つ
い
て

全
体
的
な
市
の
考
え
方
を

説
明
し
た
。
細
か
い
数
字

に
つ
い
て
の
説
明
が
不
足

し
て
い
た
。

改
め
て
、
手
続
き
も
含

め
て
説
明
を
求
め
る
。

厚
生
労
働
省
の
通

知
で
は
、
無
償
譲
渡
に
し

な
い
と
、
補
助
金
、
交
付

金
の
返
還
が
生
じ
る
。
ま

た
、
将
来
に
渡
っ
て
運
営

費
等
、
市
の
負
担
が
減
る
。

民
営
化
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
金
も
活
用
で
き
る
。

指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
説
明
不
足
で
あ
っ
た
。

今
後
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

問市
長

職
員
も
住
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
い
く
べ
き

一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い

市
長

丹　政　会

東 田 真 希

エ
コ
エ
コ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の

総
括
は振

り
返
り
な
が
ら
今
後
の
政
策
に

活
か
し
た
い

市
長

丹　政　会

池 田 惠 一
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◆一般質問

合
併
後
14
年
目
を
迎

え
、
合
併
特
例
債
等
の
財

政
メ
リ
ッ
ト
も
平
成
31
年

度
で
終
了
す
る
が
、
市
政

運
営
上
ど
の
よ
う
な
行
政

課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。庁

舎
整
備
の
検
討
、

組
織
機
構
の
あ
り
方
、
地

域
経
済
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
わ
る
人
口
減
少

問
題
等
の
課
題
が
あ
る
。

財
政
規
律
は
前
提
で
は
あ

る
が
、
合
併
特
例
債
な
ど

有
利
な
財
源
を
最
大
限
活

用
し
、
事
業
が
集
中
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

慎
重
な
発
言
が
大
変
多

い
と
感
じ
て
い
る
が
、
市

民
に
対
し
有
利
な
財
源
を

活
用
し
た
具
体
的
な
将
来

展
望
を
発
信
す
る
こ
と
に

お
い
て
、
政
治
家
と
し
て

不
足
し
て
い
な
い
か
。

合
併
特
例
債
を
活
用

し
た
基
盤
整
備
も
重
要
だ

が
、
平
成
29
年
度
に
策
定

し
た
総
合
計
画
で
、
方
向

性
は
示
し
て
い
る
。
平
成

30
年
度
の
予
算
編
成
の
中

で
考
え
を
示
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
予
算
で
は

遅
す
ぎ
は
し
な
い
か
。
昨

年
７
月
に
議
決
し
た
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

は
、
文
化
施
設
や
に
ぎ
わ

い
広
場
、
鉄
道
の
新
駅
等

の
整
備
・
検
討
も
示
さ
れ

て
い
る
が
、
１
年
間
議
論

が
全
く
進
捗
し
て
な
い
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

対
し
ス
ピ
ー
ド
感
が
不
足

し
て
い
る
が
。

大
宮
・
峰
山
Ｉ
Ｃ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
も
決
ま
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
遅
き
に

失
し
た
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
、

都
市
機
能
の
魅
力
を
高
め

て
い
き
た
い
。

図
書
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
一
般
質
問
で
複
数
取

り
上
げ
ら
れ
、
市
長
か
ら

は
議
会
と
し
て
も
十
分
に

議
論
し
て
ほ
し
い
と
の
答

弁
だ
が
、
改
め
て
早
期
建

設
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

複
合
施
設
の
市
民

ニ
ー
ズ
は
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
準
備
は
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
、
合
併
特

例
債
活
用
に
つ
い
て
は
時

間
的
な
制
約
も
あ
り
、
可

能
性
も
限
ら
れ
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

ミ
サ
イ
ル
関
連
情
報
は

極
め
て
重
要
。
平
時
か
ら

関
連
情
報
の
入
手
に
心
が

け
て
い
る
の
か
。

国
や
防
衛
省
か
ら
市

へ
の
特
別
な
情
報
は
な
い

が
、
国
の
情
報
は
府
を
通

じ
て
入
手
。
f
a
x
、
メ
ー

ル
、
T
V
会
議
等
で
も
最

新
情
報
は
入
手
。
職
員
間

で
情
報
共
有
は
し
て
い
る
。

有
事
で
の
児
童
生
徒
へ

の
対
応
策
や
訓
練
は
。

保
護
者
等
へ
の
注
意

喚
起
は
行
っ
た
。
時
間
帯

で
対
応
は
変
わ
る
が
、
極

め
て
短
時
間
で
の
対
応
と

な
る
。
今
後
有
効
な
対
応

策
を
検
討
し
た
い
。

ミ
サ
イ
ル
は
通
常
の
災

害
対
応
と
違
う
。
市
防
災

計
画
に
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛

編
」
を
加
え
る
べ
き
。

市
防
災
計
画
は
自
然

災
害
へ
の
対
策
。
今
回
の

武
力
攻
撃
に
は
国
民
保
護

計
画
で
対
応
す
る
。

市
民
も
有
事
で
の
最
低

限
の
知
識
と
行
動
認
識
は

必
要
。
市
独
自
の
情
報
・

避
難
訓
練
の
対
策
は
。

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど

国
民
保
護
事
態
の
場
合
は

国
の
指
示
の
も
と
国
・
府
・

近
隣
市
町
と
連
携
し
た
対

応
と
な
る
。
協
議
し
て
対

応
を
考
え
た
い
。

竹
野
川
等
の
浚
渫
・
草
刈

竹
野
川
は
土
砂
の
堆

積
で
河
床
が
高
い
。
豪
雨

時
は
集
落
内
の
水
が
吐
け

ず
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
。

早
急
な
浚
渫
が
必
要
。

河
川
の
特
徴
と
堆
積

の
度
合
い
、
民
家
と
の
距

離
等
を
勘
案
し
被
害
が
予

測
さ
れ
る
個
所
を
優
先
し

て
浚
渫
を
行
う
。

河
川
敷
の
立
木
は
豪
雨

時
の
災
害
要
因
と
な
り
後

は
「
ご
み
ツ
リ
ー
」
と
な
っ

て
美
観
を
損
ね
る
。
早
急

に
伐
採
が
必
要
だ
。

集
落
の
府
民
公
募
型

事
業
の
要
望
で
対
応
。

溝
谷
川
は
堤
防
が
高
く

河
川
内
の
刈
っ
た
草
は
や

む
な
く
重
機
で
堤
防
上
ま

で
搬
出
す
る
が
、
重
機
代

は
草
刈
委
託
料
に
含
ま
れ

ず
、
他
の
河
川
と
単
価
は

同
額
。
単
価
の
見
直
し
を
。

安
価
だ
と
理
解
す

る
。
単
価
の
増
額
は
引
き

続
き
府
と
協
議
す
る
。

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問市
長

問

市
長

問市
長

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
、市
は
！

外
交
・
防
衛
の
問
題
。
政
府
の
対

応
策
に
期
待
す
る

市
長

清　和　会

行 待 　 実

合
併
特
例
債
活
用
で
市
民
へ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
せ

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で

考
え
て
い
く

市
長

無　会　派

松 本 聖 司
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◆陳情、賛否一覧

会派名
議
案
の
可
否

政友会 丹政会 日本共産党 新星会 清和会 創明
無
会
派

由
利　

敏
雄

平
井　

邦
生

藤
田　
　

太

水
野　

孝
典

和
田　

正
幸

池
田　

惠
一

谷
津　

伸
幸

中
野　

勝
友

東
田　

真
希

田
中　

邦
生

橋
本
ま
り
子

平
林
智
江
美

松
本　

直
己

金
田　

琮
仁

櫻
井　

祐
策

中
野　

正
五

谷
口　

雅
昭

行
待　
　

実

浜
岡
大
二
郎

吉
岡　

豊
和

松
本　

聖
司

京丹後市個人情報保護条例の一部改正
について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

京丹後市峰山クリーンセンター基幹的
設備改良工事請負契約の締結について 可 決 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

平成２８年度京丹後市一般会計決算認
定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

平成２８年度京丹後市後期高齢者医療
事業特別会計決算認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

平成２８年度京丹後市宅地造成事業特
別会計決算認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

京丹後市立幼保連携型認定こども園条
例の制定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

京丹後市長、副市長及び教育長の給与
に関する条例の一部改正について 可 決 × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 欠 × ○ ○ ○

米軍Ｘバンドレーダー基地問題に関わる
陳情書Ⅶ 不採択 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × 欠 × × × ×

（株）くみはま縣に関する陳情書 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × × ×

　《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除　松本経一議員は議長職のため表決権はありません。》

　賛否の分かれた案件を記載しています。そのほかについては、全員賛成で可決されました。

議員名

案　件

陳　情　名 陳　情　者 結　　果

米軍Ⅹバンドレーダー基地問題に関わる
陳情書Ⅶ

米軍基地建設を憂う宇川有志の会
代　　表　三野 みつる
事務局長　永井 友昭

不採択

（株）くみはま縣に関する陳情書 有田 光亨 不採択

陳　　　情

■請願・陳情について
　請願・陳情は、法律に定められた国民の権利であり、どなたでも提出することができます。このうち、請願と
は、市政などについての意見や要望を、議会に直接、文書で提出することができる制度で、提出には市議会議員
の紹介が必要となります。陳情は、請願と同じく文書での要望ですが、議員の紹介は必要ありません。
　〈提出方法〉　文書は邦文を用い、趣旨、提出の理由、提出年月日、提出先（京丹後市議会議長 ○○○○様）、
　　　　　　請願者（陳情者）の住所、氏名（法人の場合はその名称及び代表者の氏名）を記載、押印してくだ
　　　　　　さい。
　〈提出期日〉　毎定例会前に開催される議会運営委員会開催日の前々日の午後5時15分までに受理されたも
　　　　　　のについては当該定例会、その後に受理されたものについては次の定例会で、それぞれ取り扱
　　　　　　いを協議します。
　〈提 出 先〉　 〒627-8567 京丹後市峰山町杉谷889　京丹後市議会事務局（郵送または直接持参）

■９月定例会における陳情審査の結果は下記のとおりとなりました。

議案に対する各議員の賛否一覧表
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◆政務活動費

29年度の政務活動費については、上半期の活動を終了し、下記のとおりの実績となりました。

※交付にあたり提出された交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、実績報告書、その他添付資料につきましては、
　市議会ホームページ（http://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）及び、市議会事務局で閲覧いただくことができます。

会　　　派
無会派議員 上半期（4月～9月）政務活動概要 上半期分

交付確定額

新 星 会

・４月18日～19日　研修活動
　東京都立川市「よくわかる市町村財務分析」
・７月４日～５日　研修活動
　東京都立川市「財務分析ステップアップ講座」

395,940円

政 友 会

・５月18日～19日　研修活動
　東京都「第８回教育ITソリューションEXPO」
・７月10日～12日　調査研究活動
　北海道雄武町「有害鳥獣の捕獲個体処理について」
　北海道滝上町「有害鳥獣の捕獲個体処理について」
　北海道札幌市「市立図書館について」

375,999円

谷口雅昭議員

・８月２日～４日　調査研究活動
　青森県八戸市「本のまち八戸について」
　青森県三沢市「一次産品を活用した特産品の開発について」
　青森県十和田市「図書館建設経過と運営について」
　岩手県久慈市「中心市街地活性化の取り組みについて」

120,455円

松本聖司議員

・８月２日～４日　調査研究活動
　青森県八戸市「本のまち八戸について」
　青森県三沢市「一次産品を活用した特産品の開発について」
　青森県十和田市「図書館建設経過と運営について」
　岩手県久慈市「中心市街地活性化の取り組みについて」

123,187円

松本経一議長

・８月２日～４日　調査研究活動
　青森県八戸市「本のまち八戸について」
　青森県三沢市「一次産品を活用した特産品の開発について」
　青森県十和田市「図書館建設経過と運営について」
　岩手県久慈市「中心市街地活性化の取り組みについて」
・８月８日～10日　研修活動
　滋賀県全国市町村国際文化研修所「政策条例提案の実務」

136,709円

政務活動費
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◆市民と議会の懇談会

市
民
と
議
会
の
懇
談
会
に
望

む
意
見
や
質
疑

議
会
の
中
で
行
政
課
題

に
感
じ
る
も
の
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
も
の
を
テ
ー
マ

に
設
定
す
る
こ
と
が
大
切
。

自
分
に
関
心
の
な
い

テ
ー
マ
で
は
意
見
が
出
に
く

い
の
で
は
な
い
か
。

行
政
の
内
容
や
、
議
会

の
状
況
を
発
信
す
る
と
き
は
、

も
っ
と
簡
単
で
わ
か
り
や
す

い
情
報
の
発
信
と
な
る
よ
う

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

議
会
報
告
を
聞
い
て
も

中
味
ま
で
は
詳
し
く
わ
か
ら

な
い
。議

員
が
地
域
を
積
極
的

に
回
っ
て
市
民
の
声
を
聞
き
、

懇
談
会
へ
の
出
席
を
求
め
る

べ
き
だ
。

な
ぜ
懇
談
会
で
「
市
民

と
議
会
の
懇
談
会
に
望
む
こ

と
」
と
の
テ
ー
マ
に
設
定
を

し
た
の
か
。

参
加
者
は
、
50
代
以
上

の
男
性
が
中
心
で
、
女
性
や

子
育
て
世
代
の
参
加
が
少
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
多
様

な
方
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、

懇
談
会
の
あ
り
方
や
仕
組
み

を
再
検
討
す
る
た
め
で
す
。

テ
ー
マ
以
外
の
質
疑
・
答
弁

福
田
川
の
河
川
改
修
は
、

ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
る
か

事
前
検
証
が
で
き
て
い
る
の

か
。
抜
本
的
な
治
水
対
策
と

言
え
る
の
か
。

平
成
38
年
ま
で
の
国
の

事
業
と
し
て
進
め
て
お
り
、

昨
年
は
ポ
ン
プ
処
理
場
が
、

２
カ
所
で
工
事
完
了
し
て
い

ま
す
。
事
業
の
効
果
は
し
っ

か
り
と
検
証
し
て
行
っ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
自
然

災
害
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
等
の

際
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
だ

が
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

行
政
が
市
民
の
生
命
を
守
る

と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
と
思
う
が
。

広
報
を
通
じ
て
緊
急
時

の
避
難
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
な
る
徹
底
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
改

め
て
市
へ
伝
え
ま
す
。

５
月
31
日
の
新
聞
に
、

地
震
被
害
の
見
直
し
に
よ
る

被
害
想
定
が
出
て
お
り
、
被

害
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
る
。

住
宅
の
耐
震
改
修
が
進
ん
で

い
な
い
が
、
耐
震
診
断
や
改

修
に
か
か
る
補
助
率
の
見
直

し
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

現
在
、
住
宅
の
一
部
で

あ
る
居
間
や
寝
室
だ
け
を
耐

震
化
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー
工
法

の
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
住
宅
の
耐
震
化
が
進
ま

な
い
の
か
、
調
査
す
る
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

地
元
出
身
の
偉
大
な
野

球
人
（
野
村
克
也
氏
）
が
寄

付
さ
れ
た
記
念
品
の
展
示
に

関
す
る
準
備
経
費
が
予
算
化

さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
に
な
る
の
か
。

旧
網
野
町
に
寄
付
さ
れ

て
い
た
記
念
品
が
約
80
点
あ

り
ま
す
が
、
現
在
そ
の
大
部

分
が
大
宮
ふ
れ
あ
い
工
房
内

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
、
観
光
の
観
点
か
ら
も
ア

ミ
テ
ィ
丹
後
の
内
部
を
改
修

し
て
常
設
展
示
を
行
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
な
ど

が
民
家
に
ま
で
出
没
し
、
家

庭
菜
園
な
ど
の
被
害
が
出
て

い
る
。
個
人
で
は
対
応
で
き

な
い
が
、
適
当
な
方
法
は
な

い
の
か
。

防
護
柵
の
補
助
金
は
、

田
や
果
樹
園
を
主
体
に
し
て

い
ま
す
。
国
の
補
助
金
は
減

少
し
て
お
り
、
現
在
で
は
大

き
な
囲
い
に
つ
い
て
は
３
割

の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
家
庭
菜
園
に
つ
い
て
は

営
農
で
は
な
い
の
で
補
助
は

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

山
陰
近
畿
自
動
車
道
の

延
伸
は
市
の
発
展
に
は
欠
か

せ
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。
少
し
で
も
早
く
開
通
を

願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

（
仮
称
）
大
宮
峰
山
Ｉ
Ｃ

ま
で
８
年
か
か
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
先
の
延
伸
工

事
は
未
決
定
で
す
。

意意意意意問答

問答問答問

答問答問

答問答

主な内容 ・6月定例会の概要報告
・市政に対する提言、議会活動などについて意見交換

懇談テーマ「市民と議会の懇談会に望むこと」
◉懇談会における参加者の意見などをここに掲載させていただきます。

市民と議会の懇談会
（平成29年7月31日・8月1日開催分）

ま と め と ご 意 見
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◆市民の声、あとがき

若
者
の
特
権
と
い
え
ば

自
由
な
発
想
だ
。
そ
の
無

謀
と
も
思
え
る
発
想
を
可

能
と
し
て
い
く
の
は
、
そ

れ
を
支
え
る
多
く
の
仲
間

が
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し

丹
後
地
域
は
過
疎
化
、
少

子
高
齢
化
で
若
者
の
数

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
我
々
の
住
む
竹

野
地
区
は
既
に
限
界
集
落

と
呼
ば
れ
る
寸
前
ま
で
に

来
て
い
る
。
ど
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
若
者
の
発
想
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

を
押
し
通
し
て
い
く
力
、

支
え
る
仲
間
の
少
な
さ
に

新
し
い
風
を
巻
き
起
こ
せ

な
い
の
が
現
状
だ
。
そ
ん

な
中
、
我
々
の
母
校
竹
野

小
学
校
が
廃
校
に
な
り
小

学
校
区
域
だ
っ
た
竹
野
連

合
区
内
は
さ
ら
に
灯
り
が

消
え
た
よ
う
だ
っ
た
。

一
つ
の
地
区
で
若
者
が

い
な
い
な
ら
、
も
う
一
回

り
大
き
な
括
り
で
若
者
を

集
め
よ
う
。
我
々
は
小
学

校
区
域
だ
っ
た
地
区
の
若

者
に
呼
び
か
け
を
始
め
、

廃
校
の
翌
年
「
竹
野
遊
友

倶
楽
部
」
は
誕
生
し
た
。

我
々
が
目
指
し
た
の

は
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
笑

う
事
、
遊
ぶ
よ
う
な
感
覚

で
気
楽
に
自
分
た
ち
が
楽

し
む
事
。
そ
う
す
る
事
で

次
は
家
族
を
楽
し
ま
せ

る
、
そ
し
て
近
所
を
、
や

が
て
は
地
域
を
楽
し
ま
せ

る
。
そ
ん
な
思
い
を
込
め

て
、文
字
通
り「
遊
ぶ
」「
友
」

と
書
い
て
竹
野
遊
友
倶
楽

部
と
命
名
、
再
び
竹
野
連

合
地
区
に
明
か
り
を
灯
す

べ
く
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
法

被
に
廃
校
と
な
っ
た
竹
野

小
学
校
の
校
章
を
背
負
っ

て
、
我
々
は
立
ち
上
が
っ

た
。最

初
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
斎
宮
神
社
の
初
詣
の

振
る
舞
い
だ
っ
た
。
十
数

年
前
ま
で
は
元
旦
深
夜
の

参
拝
客
に
甘
酒
が
振
る
舞

わ
れ
て
い
た
事
を
思
い
出

し
、
そ
の
温
も
り
を
今
に

も
う
一
度
復
活
さ
せ
よ
う

と
話
し
合
い
、
常
に
自
分

た
ち
が
楽
し
む
事
を
大
前

提
に
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
、

手
作
り
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

灯
篭
で
幻
想
的
に
飾
り
参

拝
客
を
迎
え
た
。そ
う
や
っ

て
始
め
た
初
詣
の
振
る
舞

い
も
、
年
を
重
ね
る
毎
に

地
域
へ
の
周
知
も
広
ま
り

多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
る
。
春
に
は

初
午
祭
が
行
わ
れ
無
形
文

化
財
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
「
テ
ン
キ
テ
ン
キ
」
と

呼
ば
れ
る
子
供
達
の
舞
い

が
、
少
子
化
で
舞
い
手
不

足
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
何
か
変
わ
り
に

な
る
も
の
は
と
話
し
て
い

る
と
「
馬
（
午
）
つ
な
が

り
で
竹
馬
リ
レ
ー
を
す
る

の
は
ど
う
だ
ろ
う
？
」
そ

ん
な
冗
談
ま
じ
り
の
安
易

な
意
見
も
、
そ
れ
は
面
白

そ
う
だ
と
初
午
実
行
委
員

会
へ
提
案
し
、
そ
れ
も
既

に
今
年
の
春
で
第
五
回
目

の
開
催
を
迎
え
て
い
る
。

そ
ん
な
思
い
付
き
の

発
想
か
ら
行
っ
て
き
た
活

動
で
、
竹
野
遊
友
倶
楽
部

の
知
名
度
も
少
し
ず
つ
増

え
、
地
域
公
民
館
に
夏
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
流
し
そ

う
め
ん
事
業
を
提
案
、
文

化
祭
で
の
出
展
参
加
や
杵

つ
き
餅
の
振
る
舞
い
、
道

の
駅
で
の
露
店
参
加
な

ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
来
年
の
四
月
に

は
竹
野
区
か
ら
の
依
頼
で

始
め
た
国
道
沿
い
に
芝
桜

を
咲
か
せ
る
計
画
も
着
々

と
進
ん
で
い
る
。

我
々
が
行
っ
て
い
る
活

動
は
自
己
満
足
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ

で
い
い
の
だ
と
思
う
。我
々

が
楽
し
み
笑
う
事
で
そ
の

和
を
少
し
ず
つ
増
や
せ
ば

い
い
の
だ
か
ら
。

芝桜を植える準備をするメンバーたち

台
風
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
台
風
18
号
は
、
局
地
的
に
記
録
的
短
時
間
大

雨
情
報
が
出
る
よ
う
な
豪
雨
と
な
り
、
床
下
・
床
上
浸

水
な
ど
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
方
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
望
む
も
の
で
す
。
議
会

は
市
と
連
携
し
災
害
対
応
と
災
害
復
旧
に
努
め
て
い
ま

す
。エ

コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
発
酵
液
の
漏
出
事
故

が
き
っ
か
け
で
、
今
後
の
再
開
ま
で
の
期
間
や
長
期
修

繕
費
用
等
の
こ
と
か
ら
、
施
設
の
廃
止
が
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
施
設
は
、
未
利
用
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

を
図
る
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
施
策
変

更
で
あ
り
、
今
後
は
、
資
源
循
環
の
考
え
方
の
新
た
な

方
向
性
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

11
月
６
日
か
ら
、
日
本
海
の
冬
の
味
覚
で
あ
る
間
人

ガ
ニ
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
な
り
、こ
れ
か
ら
の
季
節
が
、

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
広
報
編
集
委
員
会

委　

員　
　

池
田　

惠
一

　

〃　
　
　

松
本　

聖
司

　

〃　
　
　

櫻
井　

祐
策

　

〃　
　
　

谷
津　

伸
幸

委
員
長　
　

吉
岡　

豊
和

副
委
員
長　

由
利　

敏
雄

委　

員　
　

谷
口　

雅
昭

　

〃　
　
　

藤
田　
　

太

　

〃　
　
　

田
中　

邦
生

ま
ず
自
分
た
ち
が
笑
う
事

楽
し
む
事
を
大
切
に
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